
㊤ パ ロッ ト橋 （カナダ ・ケベ ック州）

セ ン トロー レンス河の支流 に架設 されたパ ロッ ト橋 は，

メンテナ ンス フリーの ため，橋梁本体 や部材の すべてが

溶融亜鉛 めっ きされ ています。

㈲ イース トスパル タ橋 （アメ リカ ・オハ イオ州）

丘陵地帯の入 ロ近 くに設 けられたイース トスパル タ橋は，

溶融亜鉛め っ き特有の灰 白色の色合 いを示 し，木立 ちの

多い まわ りの景色 とよ く調和 してい ます。



溶融亜鉛めっき橋梁の追跡調査（海外）

海外の橋梁について過去何回か調査が行 なわれていま

す。しか し，亜鉛めっき橋梁について詳細に調査 された

ことはありませんで した。このたび 「亜鉛めっき橋梁技

術調査団」1）によって追跡調査が行なわれましたので，

その概要を御紹介します。

調 査 対 象

ア メ リカ ・カ ナ ダ で調 査 した6橋 は 表1の とお りで す 。

こ れ らの 橋 梁 は 本体 だ け で な く， 付 属 部 品 の 高 欄 ， ガ ー

ドレー ル ， 支 承 ， 伸 縮 継 手 ， ボ ル トナ ッ トに い た るす べ

て が亜 鉛 め っ き され て い ます 。 な お， 架 設 場 所 は 田 園 地

帯 の環 境 の よ い所 で す が ， カナ ダ で は 冬 期 ， 凍 結 防 止 剤

が か な り多 く散 布 され て お り， 腐 食 され や す い環 境 に あ

り ます。

調査結果

外観 ：アメリカの3橋 は，比較的新 しく2～10年 の経過

で，桁表面は亜鉛の金属光沢さえ残 り，良好な外観 を呈

していました。

カナダのパロット橋は架けられてすでに17年 を経過 し

ておりますが，亜鉛めっき表面は安定 した酸化皮膜に覆

われ，落着いた灰色 を呈していました。この橋は一部の

部材にやけ （鉄一亜鉛の合金層が発達 したもの）が見ら

れ，また，桁のフランジ面の亜鉛の流れ跡が目立ちまし

たが，見 るからに充分な耐食性を有 しているような外観

を呈 していました。

リゾット橋は18年 経過 した今 日も，亜鉛特有の灰色で，

やけもな く，ボックス桁内部には，わずかな白錆が見 ら

れた個所 もあ りましたが，亜鉛の金属光沢が残っていま

した。

ブロンプ トンビル橋の主部材は，材厚が厚 く（32mm），

長いものは二度漬でめっきされた跡があり，やけが多 く，

やけの一部は褐色に変色した部分が見 られました。 しか

し， 全 般 的 に は 異 常 は な く， 安 定 した 酸 化 皮 膜 に 覆 わ れ

て い ま した 。

残 存 亜 鉛 め っ き厚 ：測 定 箇所 の 汚 れ や付 着 物 を ワ イヤ ー

ブ ラ シ で 除去 した後 ， 電 磁 微 厚 計 に よ り残 存 亜 鉛 め っ き

厚 を測 定 し ま した。 その 結 果 は 表1の よ う な大 きな 値 で，

18年 経 過 した リゾ ッ ト橋 で も，146～211ミ ク ロ ン と厚 く，

最 も値 の 小 さい レー ク ケー ブ ル橋 で も，118～148ミ ク ロ

ン あ る こ とが 確 認 され ま した。

今 後 の 推 定 耐 用 年 数

測 定 した最 小値 か ら，ASTMのB－3委 員 会 が 調 査 し

た 表2の 年 間腐 食 量2）をつ か っ て， 今 後 の 亜 鉛 め っ き の

耐 用年 数 を推 定 す る と， 表1に 示 す よ うに ，107～227年

とな りま した。 な お ， 実 際 は近 年 冬期 に凍 結 防 止 剤 を散

布 して い る ため ， この 期 間 よ り幾分 短 か くな る と思 わ れ

ます。

以上の海外における追跡調査結果からも，溶融亜鉛め

っき橋梁は，長期間にわたってメンテナンスフ リーで使

用できることがわか りました。

（国内の溶融亜鉛めっき橋梁の追跡調査結果について

は，本シリーズ第1号 を御参照 ください。）

表2年 間平均腐食量2）

大気の種類
年 間 平 均 腐 食 量

mil μm

工 業 地 帯

海 洋 地 帯

田 園 地 帯

乾 燥 地 帯

0，252

0，058

0，042

0，007

6．4

1．5

1．1

0．2

表1亜 鉛めっき橋梁の追跡調査結果

橋 梁 名 称 所 在 地 建設年 形 式 橋長 （m）
経過
年数

桁 残 存亜鉛厚

（μm）

今後の推定耐
用年数 （年）

バ トル ス バ ー グ橋

（Battlesburg）

ア メ リ カ ・オ ハ イ オ州

カ ン トン市 郊 外
1979 単純H桁 橋 9 2 250～320 227

イ ー ス トスパ ル タ橋

（EastSparta）

〃 1971 〃 18．5×2＝37 10 198～202 180

レ イ ク ケ ー ブ ル 橋

（LakeCable）

〃 1974 〃 18 7 118～148 107

パ ロ ッ ト橋

（Parrot）

カナ ダ ・ケベ ッ ク州
ケベ ック市 北東200km

1964 単純 トラス橋 45×3＝135 17 139～210 126

リゾ ッ ト橋

（Lizotte）

カ ナ ダ ・ケベ ッ ク州

ケ ベ ッ ク市 南 西90km
1963 アー チ橋 122 18 146～211 133

ブ ロ ン プ トン ビ ル 橋

（Br・mpt・nville）

カ ナ ダ ・ケベ ッ ク州

モン トリオール 市 東130km
1970 単 純 トラス橋 80 、11 201～273 183
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